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が考えられる。この同時送信に関して， exclusive (同時送信禁止)， common (同じ値のときのみ同時
送信可)， arbitrary (同時送信のとき，送信データうち，任意の一つが実際に通信)， priority (同時送
信のとき，パスの最も右端のプロセッサが送信に成功し，実際に通信される)，などのモデルが提案され
ているO これらのうち， exclusive , common , arbitary , priority の順で能力が高くなるが，逆に，実現
性は低くなる O しかし，真に能力差があるかどうかは知られていなかった。本論文第 2 章で， priority 
モデルのパスで行なわれる通信をより能力の低い common モデルのパスを用いてシミュレートする現
実的な方法を示した。したがって， priority , arbitrary , common モデルのパスには，本質的な能力差
はないと結論できるO
第 3 章と第 4 章では，パス結合フ。ロセッサアレイ上における並列ソーテインク、、について議論した。ソー
ティングは，逐次アルゴリズムと並列アルゴリズムともに，最もよく研究が行なわれている重要な問題
である。 N 個のプロセッサを W本のパスで結合したプロセッサアレイで N要素のソーティングを行な
うには，少なくとも Q (N/W) 時間必要とする。既知の結果として， w=o (v'N/logN) のとき，
o (N/W) 時間でソーティングを行なう最適なアルゴリズムが知られているO 第 3 章ではこの結果を
改善し，任意の固定された ε>0 に対して， W~三 N 1寸のより広い場合について，最適にソーティング
が行なえることを示した。さらに ， 2 次元格子上にフ。ロセッサを並べ，パスを各行各列に配置したプロ
-547-
セッサアレイ上でも，同様にソーティングが行なえることを示した。
第 2 章と第 3 章で議論したパス結合フ。ロセッサアレイは，パスの形状は動的に変化しない静的なもの
であった。最近パスの形状を動的に変化させることのできる，再構成アレイと呼ばれるパス結合フ。ロセッ
サの研究が，盛んに行なわれるようになってきた。例えば， NXN 2 個のプロセッサからなる再構成アレ
イ上でN 要素のソーティングを定数時間で行なうアルゴリズムが知られている。この結果を改善し，









(2) N 個のプロセッサを W本のパスで結合したプロセッサアレイで， N 要素のソーティングを行なう
o (N/W) 時間(ただし， W 三 N1-E) の最適な並列アルゴリズムを示している。
(3) 任意のT壬 Iog *に対し， NxN IogCT) 個のフ。ロセッサからなる再構成アレイ上で，ソーティングが
o (T) 時間で行なえることを示している。
以上のように，本論文は，並列アルゴリズムに関する重要な結果を示しており，その成果は，並列処
理に貢献するところが多い。よって，本論文は博士論文として価値あるものと認めるO
口O? ?
